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会   長 高嶋　雅樹

副会長 坂本　敏弘

幹   事 藤本　生男

本日の例会 同好会報告

１．君が代斉唱

２．ロータリーソング　「それでこそロータリー」

３．来客紹介

４．出席状況の報告

５．祝誕生 クラブアッセンブリー

「第３Ｇ　ＩМの報告」 藤井　晋　君

６．会長の時間

７．各委員会報告

８．ニコニコボックスの報告

９．幹事報告 安部　修司　君

１０．卓話　　　「動物園の役割　―到津の森公園―」

前例会の出席報告 （2月24日㈮）

当日の出席数 名 （会員数　 名）

ゲスト 0 名 ビジター 0 名

出席率 ％

％ （2/18） 誕生祝

幹事報告

(1) 例会臨時変更のお知らせ

会長の時間

写真（左から）

藤村君

山口君

廣田君

ニコニコボックス

*

谷君

* IMの発表　よろしくお願いします。

小嶋、赤田、松尾、吉田浩、安東、山口、八尋、稲冨、

委員会報告 高嶋、江藤、是此田、三島、藤本、江戸の諸君

* 誕生自祝 山口、　藤村の諸君

* IM欠席のお詫び　 伊豆君

次回例会のお知らせ

日時

「卓話」グローバル補助金による浄水器設置の式典について

51歳になりました。今年の誕生日は家族とハンバーグを食べて過
ごしました。会社の新入社員の父親の年齢を越しましたが、これ
からもよろしくお願いします。

今年で79歳となりました。「誕生日。冥土の旅の一里塚、めでたく
もあり、めでたくもなし。」ロータリーでの思い出としては甲子園に
行ったことが忘れられません。今年の出場が楽しみです。

廣　田豊　君　Ｓ４７年２月４日生

山口　典浩　君　Ｓ２８年２月１４日生
今年で70歳になります。残り時間が短くなるので、毎年毎年早く
歳をとるように感じてています。残り時間をどう過ごすか、世間に
借りてきたものを返していきたいと思います。

　3月10日 (金)

タイ旅行一行の皆様、ご苦労さまでした。ご心配おかけしました。
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クラブ奉仕委員会　委員長　太田　𠮷彦　君

第二回のIDMのテーマについては「私のロータリー世界」とします。
各グループで活発な討議を期待しております。本日配布した編成表
に則りIDMを実施して、3月24日の例会で報告をお願いいたします。

2月11日からタイを訪問しました。13日に現地にて、当クラブの援助
で完成した浄水設備を見学し、3550地区のガバナーを表敬訪問しま
した。翌日はスリウォンRCの例会に参加しました。現地での様子が
地元のテレビにて報道されたそうです。

高嶋　雅樹　君

到津の森公園　園長　梅﨑　淳一　様

100.00前々例会の修正出席率

42 51

82.35

令和になって四回目の天皇誕生日です。数年前にドイツの皇帝
が退位され、世界でEmperorがいるのは日本だけとなりました。来
期、米山奨学生（ヴェトナムからの留学生）の世話クラブとなり、カ
ウンセラーとして岩崎さんにお願いする件につきまして、皆さんに
承認を頂きたいと思います。また、ロータリーの次世代リーダーを
養成するプログラム（RLI：ロータリー・リーダーシップ研究会）を坂
本副会長と江藤副幹事が受講され、その終了証が届いています
のでお二人にお渡しします。

国際奉仕委員会　委員長　大林　清幸　君

野球同好会　赤田　隆一　君

★八幡中央ＲＣ
　　３月２０日(月)　休会
　　３月２７日(月)１８:３０～ ユナイテッドハーバー
★遠賀ＲＣ
　　３月７日(火) １８:３０～ 家庭集会

安東　秀夫 君　Ｓ２２年２月２７日

紙上　義全 君　Ｓ５３年３月　１日

溝上　智彦 君　Ｓ３９年３月　２日

甲子園大会の費用を払い込むスケジュールの都合上、来期分の
会費も併せて徴収させて頂くことにしました。甲子園の日程につ
いては、6月24日㈯、25日㈰の二日を希望日として申し込む予定
です。希望チームが多い場合は、試合ができない可能性もありま
す。

国家斉唱の独唱がとてもすばらしい歌声で印象に残りました。辛
坊治郎氏の講演はテレビと同じで楽しく拝聴しました。
世間に流れる情報はいろいろと誘導されているので、素直に信じ
るのは非常に危険だということ、また、成功体験は危険であり、特
に他人の失敗経験を活かすこと、人は偉くなると情報が入ってこ
なくなることを自戒するべきだというコメントが印象に残りました。

初めての参加でしたが、参加して良かったと思います。辛坊治郎
氏の講演では、失敗談から学ぶという視点がとても心に残りまし
た。また、太平洋横断の際に、台風なみの強風のなか、筏のロー
プをつかんでいたところ、そこに小さな結び目があったことで、命
が助かったとのことで、その当たり前に結ぶ結び目が命を救った
というお話しが印象に残りました。また、ガバナーのお話のなか
で、それぞれのクラブに特色があるとのことでしたが、私自身は当
クラブがとても好きだと感じています。

藤村　克成　君　Ｓ１９年２月１９日生


